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農業体験を通して「農」と「食」の大切さを知ってもらうとともに、家族との
「ふれあい」と「地域貢献」を目的とした「第 9回農業体験活動」を実施した。
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　2020年 9 月26日㈯、安芸高田市甲田町小原の圃場
において、広島県内の各地区から総勢202名が参加
し「第 9回農業体験活動」を実施した。

法などの説明を受けた後収穫作業に入った。
　昨年、一昨年は雨模様の中での収穫であったが、
今年は前日に小雨は降ったものの、当日は曇り空で
はあるが雨も降らず収穫作業をするにはちょうど良
い天気となった。

　圃場の土は思ったよりも固
かったため、子どもたちはお
父さんやお母さんたちと一緒
に、小原地域振興会の役員さ
んや、㈱トペコおばらの社員

さんがスコップや鍬で掘り起こし
た土の中から、小さなスコップで
サツマイモを探し出していた。
　約 1時間半をかけての収穫で
あったが、各家族とも大きな袋に
いっぱいのサツマイモを収穫する
ことができた。
　閉会式では、伊丹会長が協力を
いただいた小原地域振興会の役員の皆さん、㈱トペ
コおばらの皆さん、各福祉事業団体の皆さんにお礼
のあいさつを行い無事農業体験活動を終了した。

　今年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、
大型コンバインの試乗体験や水耕ネギの収穫体験と
いった特別プログラムを見合わせるなど、内容を変
更しての開催となった。
　開会式では、まず広島県労福協の伊丹会長、小原
地域振興会の谷口会長より挨拶を受けた。
　続いて、地域振興会の小城事務局長より2020年６
月にオープンした道の駅「三矢の里」が紹介された。
また、農業体験活動の圃場
をお借りするとともに、圃
場の維持管理をしていただ
いている㈱トペコおばらの
平栗部長より、圃場での注
意事項やサツマイモ保存方

2020年11月16日㈪現在、
利用申込件数� 20件
利用金額� 598,125円
キャンペーン残高� 2,401,875円

広島、福山の両労働会館とも、会員の皆様に
安心してご利用いただけるよう、新型コロナ
ウイルス感染症対策に万全を期しています。
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『ろうきん森の学校フェスティバル』開催『ろうきん森の学校フェスティバル』開催『ろうきん森の学校フェスティバル』開催
県労福協とひろしま自然学校の共催で、「ろうきん森の学校フェスティバル」を開催

　2020年10月24日㈯山県郡北広島町にある、ろうき
ん森の学校において「ろうきん森の学校フェスティ
バル」が開催された。今年は、新型コロナウイルス
の感染拡大の影響を勘案して参加者を絞り、総勢
176名の参加があった。

　また、プログラムについても、昔遊びコーナーや
ハンモックは中止し、屋台村も開設を見合わせるな
ど内容の変更を行ったが、新しく石窯ピザ作りや手
作りパンの販売などを行い、参加者は14のプログラ
ムを晴天の下で楽しんだ。

【森のコンサート】
マツダ・ニューサウンズと千代田高校軽音楽部
（２バンド）の素晴らしい演奏は、秋晴れの空に
響き渡り、参加者の皆さんを大いに楽しませた。

【丸太切りに挑戦】
子どもたちは慣れない手つき
でのこぎりを引き、直径10
㎝ほどの丸太を断ち切る時間
を競い合った。大人顔負けの
速さで丸太を断ち切った子ど
もには、参加者から大きな拍
手が沸いていた。

【カヌー体験】
参加者は、指導員の方から注意事項などの安全講
習を受けた後、静かな湖面に滑り出した。色とり
どりのカヌーが、秋の風を受けながら水を切って
進んでいた。

【ツリークライミング】
子どもたちは、講師から注
意事項の説明を受けた後、
ハーネスを着けてキラキラ
と輝く木漏れ日の中、ロー
プを使って木を登り、日頃
体験できない樹上から森の
匂いを感じるとともに秋の
景色を満喫していた。

【クラフト屋台村】
削り馬にまたがり間伐材
を利用した色鉛筆作りを
楽しんだ。赤や青、黄色
など、個性的でかわいく
出来上がった色鉛筆は森
のフェスティバルの参加
記念として持ち帰った。

【石窯ピザ作り】
ピーマン、キノコ、トマトにベーコン、チーズ
をのせて石窯へ！石窯で焼いたピザは大好評。

【絵手紙教室】
子どもたちはろうきんの森に自生している山野
草で色とりどりの絵手
紙を作成。
森のフェスティバルの
感想を書いて、誰に絵
手紙を出そうかな？
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　要請には、広島県から佐伯商工労働局長他 2名、
広島県労福協から伊丹会長他５名が出席した。
　冒頭、伊丹会長は広島県の新型コロナウイルス対
策や西日本豪雨災害への継続的な復興対応等への尽
力と、日頃の県労福協活動に対する支援と協力に対
して感謝の意を表した。
　また、県労福協は新型コロナウイルス感染症の拡
大を受けて定期総会を書面開催とするなど活動の変
更を余儀なくされていたが、現在は予防対策を十分
に講じた上で活動を再開しつつあること、それぞれ
の福祉事業団体と連携し、働く人たちの生活の向上
のため取り組みを展開していること、特に新型コロ
ナウイルス感染症の影響が大きい労働会館について
は11月から「利用促進キャンペーン」を立ち上げる
ことを述べ、今後も引き続きの協力をお願いしたい
と挨拶した。
　続いて高木事務局長より労福協関連項目について
主旨説明を行った。勤労者福祉対策費補助金の要請
をはじめ、災害に備えた取り組みや就学支援制度の
充実、公的奨学金制度の改善、子どもの貧困・虐待

2021
年度「勤労者福祉の拡充・強化に関する要請書」を県に提出

 　県労福協は、地方の課題や県労福協・福祉事業団体の独自要求をまとめた「2021年度勤労者福祉の拡充・強化に
関する要請」を策定し、2020年10月26日㈪県庁東館にて伊丹会長から佐伯県商工労働局長に手交した。

対策の推進、メンタルヘルスセミナーの事業委託に
加えて、新型コロナウイルス感染症拡大防止に対す
る医療従事者への支援等、勤労者福祉の拡充・強化
に向けた要請内容を説明し広島県の理解を求めた。
福祉事業団体からの要請については、中国労働金庫
は善積副会長より、こくみん共済coopは内匠副会長
より、広島労働会館は山﨑副会長よりそれぞれの現
況報告と県への要請を行った。　
　最後に、佐伯商工労働局長が要請書のそれぞれの
項目についての考えを述べられ、内容について関係
部局と協議の上、2021年 1 月に回答させていただく
旨の発言を受け今年度の要請を終えた。

賞　　品 金 額（税・送料込） 当選者数 総　　額
特賞（選べる商品） 30千円相当 60名 180万円
副賞（電子ギフト） 1千円相当 4,000名 400万円

合　　　計 4,060名 580万円

【名称】　「2020年末預金運動」（キャンペーン名称「ロッキーチャンス〝Winter〟」）
【期間】　2020年12月31日㈭まで
【目的】　第 6期中期経営計画および2020年度事業計画の営業戦略「資産形成プロジェクト」具体策とし
て、会員との協働運動を活性化し、会員構成員の生活設計を応援することとあわせて、一時金からの
預金結集活動への会員および会員構成員の参加率を高めることによって、2020年12月末預金残高計画
を必達し、2020年度預金増加計画の達成をめざします。

【具体的な取組み】
　・予約活動の実施　　・積立性預金の結集　　・営業店（地区）推進幹事会・委員会との協働取組み
【預金者への懸賞品進呈】
　・対象者：個人　　・対象期間：2020年10月 1 日㈭～ 2020年12月31日㈭
　・抽選内容
　　①抽選日：2021年 1 月予定
　　②対象預金・抽選方法

　対象期間中のプレミアム定期預金Ｓを除く定期性預金の増加額に対し、
5万円ごとに 1口の抽選権を付与し、自動抽選を行います。

【懸賞品内容・内訳】

中国ろうきん『2020年末預金運動』展開中！
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中国労働金庫が良質な

商品やサービス等を提供できるのは、

みなさまからの大切な預金のおかげです。

082-261-8131TEL

まで、お気軽にお問い合わせください。

誰でも気軽に便利に利用できる

街で噂の牛すじ黒カレー

パッケージ
リニューアル
新価格 !!

500円
（税別）

中辛
1人前　200ｇ
レトルトカレー
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〒721-8588 広島県福山市南蔵王町4丁目5番18号

URL http://r-miyabi.or.jp/

๨೥ձɾ৽೥ձϓランʂ
2020年11/24㈫～2021年 1 /31㈰
和洋会席プラン6,500円

(飲み放題付き、税金・サービス料込)

✚1,000円でお造りor肉料理
✚1,500円でお造りと肉料理
料理内容をグレードアップ
いたします

グループ毎にゆったりと広めのお部屋をご用意！


